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「海洋教育プログラム」中学校学習指導案例 [1]-2 

中学校 地理的分野学習指導案 

 
 

小単元：世界と日本の結び付き(配当 2 時間) 

日本各地を結ぶ交通・通信（2/2） 

 

 

 

◆評価規準の例 ＊は学習指導要領との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指導目標 社会的事象への関心・意欲・態度 ＊ 

 世界的視野から日本と世界との交通・通

信網の発達の様子や物流を理解させると

ともに、国内の交通・通信網の整備状況を

取り上げ、日本と世界の結び付きや国内

各地の結び付きの特色を大観させる。 

 交通・通信網の整備によって、世界各地・

日本国内の時間的な距離が短縮され、そ

れに伴って各地域間の結び付きが変化し

ていることを理解させる。 

 グローバル化の進展に伴い、日本の貿易

品目や相手国が変化していることに気づ

かせ、近年はサービス貿易が活発化して

いることに関心を持たせる。 

 日本国内の交通・通信網の整備は、生活を便利に、豊か

にする反面、地域間の格差を生み、過疎化する地域を生

み出すなど、人々の生活に大きく影響していることに関心

を持ち、意欲的に捉えようとしている。 

 

（2)

イ

(ｴ) 

 

 

新

Ｃ

（2)

④

(ｴ) 

社会的な思考・判断・表現 

 交通・通信網の発達は、世界各地・日本国内の主要都市

間を強く結び付けるが、その結果として情報格差や、過疎

地域での交通アクセスの不足などの課題も生じることを考

察し、簡単な説明文にまとめるなど適切に表現している。 

 

資料活用の技能 

 世界各地・日本国内の各地域の結び付きが変化している

様子を地図や図表などから読み取ったり、適切にまとめた

りしている。 

 

社会的事象についての知識・理解 

 交通網の発達で日本の貿易の内容が変化していること

や、国内の交通網の整備が人々の暮らしに大きな変化を

もたらしている様子を理解し、その知識を身につけてい

る。 
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◆評価規準の例（各時間） 

累計 

時間 
主な学習内容 学習目標 評価規準の例 

72 

１  

グローバル化が進む世界 

広がる世界の交通・通信網 

活発化する国際貿易 

 

 国際的な交通・通信網の整備

によって、日本は世界各地と強

く結び付いているが、世界的視

野で見ると、この結び付きには

地域差があることを理解する。 

 

 産業の国際化に伴い、日本の

貿易構造が、加工貿易から、

生産したものを相互に依存し

合う貿易に転換してきているこ

とに気づき、貿易の相手先の

変化やサービス貿易の活発化

を捉える。 

 

 交通・通信網の発達は、人や物、サービ

スの移動を活発にさせることに気づき、

日本と強く結び付いている国・地域とそう

ではない国・地域について意欲的に調べ

ている。（関心・意欲・態度） 

 

 日本の貿易品目の構成や輸出入相手の

地域を示すグラフを読み取り、日本の貿

易構造が加工貿易から機械類などの工

業製品を相互に輸出入する貿易へと変

化していることを理解している。（技能、

知識・理解） 

73 

２  

日本各地を結ぶ交通・通信 

進む高速交通網の整備 

情報通信網の発達と生活の

変化 

使い分けられる交通 

 

 国内の交通・通信網の整備に

は地域差があり、地方都市間

の時間距離の短縮が課題にな

っている一方で、情報の地域

格差が改善されてきていること

を理解する。 

 

 これからの日本の交通・通信

網の整備の在り方について、

地球環境に配慮した移動・交

通手段と関連づけて考察す

る。 

 

 日本の高速交通網の変化を主題図など

から読み取り、地域間の結び付きや地域

の産業、人々の暮らしにさまざまな影響

を与えることを考察している。（思考・判

断・表現） 

 

 

 交通・通信網の整備がもたらす長所と短

所について、身近な生活場面と関連づけ

て考察したり、これからの交通・通信網

の在り方を図表などにまとめたりしてい

る。（思考・判断・表現、技能） 

 

東京書籍 平成 28 年度用『新編 新しい社会』年間指導計画作成資料 より 
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◆本時指導案 日本各地を結ぶ交通・通信（2/2） 

過程 〇学習課題・活動     ・学習内容 ◎資料の例 ◆指導上の留意点 

導 
 

入 

〇毎日飲む牛乳はどのような輸送経路で私たちの学校給食や家庭の食

卓に並ぶのだろうか？ 

1. 原料である生乳の都道府県別に生産量を予想する。 

1 位（   ） 2 位（    ） 3 位（    ） 

2. 生乳農家から牛乳加工場までの輸送経路を予想する。 

酪農家 → 協同組合 → 牛乳加工場 

（十勝市）   （釧路市）    （川崎市） 

3. 牛乳加工場から消費者までの輸送経路を予想する。 

   牛乳加工場 → 販売店 → 消費者 

   （川崎市）    （〇〇市）  （〇〇市立中学校） 

・地図上で輸送経路をたどっていく。（都市名や地名で確認） 

◎生乳生産量(都道府県別) 資料 1 

◎牛乳が届くまで 資料 2 

◎ＲＯＲＯ船と大型トレーラー 資料 3 

◎Google Earth Pro 

◎釧路から学校までの経路図 

 

◎内航航路図 資料 4 

展 
 

開 

〇私たちの暮らしを支える食料や資源、日用品など国内の物流について

調べてみよう。 

●4 輸送機関（自動車、鉄道、船舶、航空機）の輸送トン数と輸送トンキロ

数別の推移からどんなことが推察できるか？ 

・4 輸送機関それぞれのメリット、デメリットの整理 

  ・4 輸送機関それぞれが扱う貨物品の特徴や輸送条件が違う 

  ・それぞれ運びやすいモノがある。（◎,○,△,×等で分類） 

 輸送経費 輸送時間 インフラ設備 機動性 ＣＯ２排出 

自動車      

鉄道      

船舶      

航空機      

 

〇第二次大戦後から現在までの交通・通信状況の変遷（発展）が自然環

境や人口分布、産業の発展にどのように影響したのか話し合おう。 

・自然環境の変化（農林水産業の発展や変遷により国土の開発など） 

 農産物、水産物の生産額、物流量の推移 

 港湾整備や高速道、鉄道網の推移 

 環境破壊と環境保護 

・人口分布の変遷 

全国の人口推移、人口移動の推移、過密、過疎地域の変遷） 

・工業地帯、地域の発展、産業構造の変化、貿易の推移 

・エネルギー消費量とエネルギー資源の推移 

◎貨物の輸送機関別輸送分担率の

推移（グラフ）資料 5 

◎輸送機関別国内貨物輸送量及び輸

送分担率の推移（表） 資料 6 

◎主要品目別内航貨物輸送量の推

移 資料 7 

◎貨物の輸送機関別輸送分担率の

推移（グラフ） 資料 8 

 

 

 

 

◎物流を取り巻く変遷と現状（抜粋） 

資料 9 

  その他、戦後から現在までの変遷

を示す資料を適宜提示する 

例） 

・各輸送路の発展や輸送機関の取

引量の変遷 

・人口移動や人口流出の変遷 

・沿岸整備と港湾整備や道路・鉄道

整備などの国土開発状況 

・資源エネルギー輸出入取引量の

変遷  

・公害や自然環境の動静、・エネル

ギーや産業と環境保護の変遷 

・過疎化の進行  他 

ま 

と 

め 

〇 本時の学習について、疑問点、新しい発見、もっと知りたい学びたいこ

とを学び合いながら確認しよう。 

ア）ワークシートに記入後、クラスで学び合うことで確認する。 

イ）4 輸送機関から船舶輸送の DVD を視聴して、日本の国内輸送につ

いて各自で振り返る。（オープンエンド） 

◎DVD『暮らしを支える日本の海運』

（一般社団法人日本船主協会） 

第 2 章「国内の暮らしと経済を学

ぶ」 
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「日本各地を結ぶ交通・通信」 ワークシート 

年   月   日 

   年   組   番／名前               

 

１．毎日飲む牛乳はどのような輸送経路で私たちの学校給食や家庭の食卓に並ぶのだろうか？ 

原料である生乳の都道府県別に生産量を予想する。 

1 位（        ）    2 位（        ）    3 位（        ） 

 

２ （１）生乳農家から牛乳加工場までの輸送経路を予想する。（地図上で輸送経路をたどっていく） 

（都市名や地名で確認） 

酪農家  →  協同組合  →   牛乳加工場 

（十勝市）     （釧路）        （川崎市） 

（２）牛乳加工場から消費者までの輸送経路を予想する。 

      牛乳加工場 →   販売店  →   消費者 

       （川崎市）     （大宮市）  （さいたま市立中学校）    

 

３ 4 輸送機関（自動車、鉄道、船舶、航空機）の輸送トン数と輸送トンキロ数別の推移からどんなことが推察できるか？ 

4 輸送機関それぞれのメリット、デメリットの整理をする。（例  優れている:◎, 良い:○, 普通:△, 劣る:×） 

 輸送経費 輸送時間 インフラ設備 機動性 ＣＯ２排出 

自動車      

鉄 道      

船 舶      

航空機      

 

４ 第二次大戦後から現在までの交通・通信状況の変遷（発展）が自然環境や人口分布、産業の発展にどのように影響

したのか話し合い、まとめよう。（プラス面、マイナス面など） 

 〇自然環境 

                                                                     

 〇人口分布 

                                                                     

 〇産業の発展 

                                                                     

 〇その他 

                                                                     

  

５ 本時の学習について、疑問点、新しい発見、もっと知りたい学びたいことなどを書いてください。 
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資料 1 生乳生産量都道府県別ランキング 

 

 

農林水産省 牛乳乳製品統計調査（H28，調査年 2016）を基に作成 
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&lid=000001194945 

 

 

資料 2 牛乳が届くまで 

 
 

海事広報協会 海と船の情報ファイル「牛乳を運ぶ船」 
https://www.kaijipr.or.jp/template_kids_pdf/upload/1314753788_1.pdf 
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資料 3 ＲＯＲＯ船と大型トレーラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本内航海運組合総連合会 内航海運キッズページ「ふれんどシップ」より 
http://www.naiko-kaiun.or.jp/kids/zukan/roro.html 
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資料 4 内航航路図 

 

 

日本港湾協会 港湾政策研究所 港湾物流情報 
「フェリー、RORO 船、コンテナ船定期航路一覧」 

http://www.ecoship.jp/kaijo_yusou/modalship-02.pdf 
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資料 5 貨物の輸送機関別輸送分担率の推移（グラフ） 

 

 

 

 

国土交通省 交通政策白書（平成 30 年度版） 
第 1 部第 2 章（2）国内貨物輸送 P32-33 

http://www.mlit.go.jp/common/001260951.pdf 
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資料 6 輸送機関別国内貨物輸送量及び輸送分担率の推移（表） 

  
 
 

資料 7 主要品目別内航貨物輸送量の推移（表） 

 
 

日本海事広報協会 日本の海運 SHIPING NOW 2018-2019 
http://www.jpmac.or.jp/img/relation/pdf/2018pdf-p46-49.pdf 



 10 / 11 

 

資料 8 貨物の輸送機関別輸送分担率の推移（グラフ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本のトラック輸送産業 現状と課題 2016 
http://www.jta.or.jp/coho/yuso_genjyo/yuso_genjo2016.pdf 
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資料 9 物流を取り巻く変遷と現状（抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経済産業省「物流を取り巻く現状について」
http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/shoryu/butsuryu_shisaku/pdf/001_03_02.pdf 

 


